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山

っ
た
し 、

共
産
党
独
裁
の
総
め
て
き
び
し
い
統
制
下

に
お
か
れ 、

外
岡
人
の
悶
内
視
－M
と
い
っ
て
も 、

直

接
間
接
に
沼
視
の
自
が
あ
っ
て
不
自
由
な
も
の
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た

。

と
こ
ろ
が
北－
M
に
二 、
＝一
日
滞

在
し
て
み
て 、

治
憾
な
が
ら 、

私
の
先
入
仰
は
ま
ち

が
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

中
国
に

は 、

例
え
ば
モ
ス
ク
ワ
で
感
じ
る
よ
う
な
威
圧
感
も

な
け
れ
ば 、

緊
削減
感
も
な
い

。

街
行
く
人
々
は 、

白

紙耶
の
ペ
ダ
ル
を
力
強
く

踏
み 、

加
に
は
生
気
が
あ

り 、

私
を
見
れ
ば
ほ
ほ
え
み
か
け
る
。

六
月
十
凶
日
土
附
日
の
午
前
に
消
の
西
太
后
が
m

舷
の
建
治
山れ
を
削
減
し
て
巡
ら
せ
た
と
い
う

阪
和
闘

を
見
る
。

島
明
湖
は
柳
が
水
に
映
え
て
美
し
く 、

湖

上
に
は
た
く
さ
ん
ポ
l
ト

が
浮
か
び 、

家
族
辿
れ
あ

り 、

遊
泳
す
る
も
の
あ
り 、

的
か
に
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
を
楽
し
む
男
女
あ
り
で 、

北
京
市
民
の
絶
好
の
憩

い
の
場
で
あ
る
。

鄭
さ
ん
の
簡
に
よ
る
と 、

四
人
組
の
時
代
に
は 、

制
和
問
と
い
わ
ず
北
海
公
開
・

一大
別
公
凶
符
す
べ
て

市
民
は
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
た
が 、

凶
人
組

泊
欽
後 、

市
民
に
州
政
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

市
民
の
似
川町
も
し
だ
い
に
カ
ラ
フ
ル
に
な
り 、

サ

ソ
グ
ラ
ス
を
か
け
た
汗
年
あ
り 、

パ
ー

マ
d
ぜ
か
け
た

女
性
も
散
見
さ
れ 、

地
味
で
は
あ
る
が 、

こ
ざ
っ

ぱ

り
し
た
服
装
で
あ
る
。

カ
メ
ラ
は
中
国
製
の
二
服
レ

m川 ，
柄v

・ ．

財
団
法
人
地
方
自
治
協
会
は
去
る
六
月
十
二
日
か

ら
こ
巡
問
の
日
程
で 、

中
国
内
政
の
史
的
祝
祭
の
た

め
初
中
団
を
派
逃
し
た

。
一

行
は
四
人
で 、

鉱
者
が

問
HK
を
つ
と
め 、

東
京
外
国
語
大
学
教
授
・

中
的
制

雄
氏
が
秘
密
長
役 、

図
口同
は
日
本
大
学
教
授
・

本
田

弘
氏
お
よ
び
東

京外
国
防
大
学
悶
際
関
係
総
研
究
室

の
井
尻
秀
沼
氏
で
あ
っ

た
。

ニ
迎
附
と
い
う
極
め
て

短
期
間
に
北
京
市 、

鴻
脇
市 、
上
海
市 、
南
京
市
お
よ

び
蘇
州
市
の
五
都
市
を
防
聞
し
た
の
で
あ
る
か
ら 、

こ
の
見
聞
記
も
文
字
ど
お
り
の
H

駆
け
あ
る
m
u
で

あ
り 、

問中
な
る
印
象
記
に
す
ぎ
な
い
と
思
う
け
れ
ど

も 、

中
華
人
民
共
和
国
に
関
心
を
も
た
れ
る
方
々
に

い
さ
さ
か
で
も
多
考
に
な
れ
ば
と
思
い
悠
を
と
っ
た

次
第
で
あ
る
ハ
本
側
査
団
の
正
式
の

報告
野
は
朗
容

早
々
に
地
方
自
治
協
会
か
ら
発
刊
さ
れ
る
予
定〉

。

な
お 、

四
人
と
い
う

小
さ
な
訪
中
団
に
対
し
て 、

中
日
友
好
協
会
の
源
平
化
刷
会
長 、

玉
音
速
郁
は
も

と
よ
り 、

一

行
に
終
始
っ
き
添
っ
て
め
ん
ど
う
を
み

て
く
だ
さ
っ
た
郷
民
欽
通
訳 、

な
ら
び
に
各
省 、

各

市
の
立
任
者
の
方
々
に
深
く

感紛
と
敬
意
を
表
せ
ず

に
は
お
ら
れ
な
い

。

『

私
は
解
放
後
の
中
間
に
つ
い
て
は

全
く
の
H

繁

一

人
u
で
あ
る
が 、
一

何
日

の叫
出

削
刷
総
数
授
副
ドー
ぅ

一

例
岡
研
究
家
と
し
て
っ
と｜
叫
制
制
司
あ
り
、

現
地
の

一

胡
附
に
も
詳
し

れ 吋
州

国
務
も
地
飽
な
琢
門
家
が
加

フ
が
多
い

。

秘
ど
も
も
自
然
に
と
け
こ
め
る
感
じ
だ

あ
る。北

京
に
限
ら
ず 、
ニ
迎
聞
の
各
都
市
へ
の
旅
行
で 、

私
た
ち
は
一

度
も
不
快
な
感
じ
を
う
け
た
こ
と
は
な

い
。

自
然
の
ま
ま
で
見
学
し 、

怠
同却
の
交
換
を
し 、

議
論
を
し
た

。

中
国
の
方
々
も
と
く
に
不
自
然
に
気

を
つ
か
っ
た
り

す
る
ふ
う
は
な
か
っ
た

。

し
か
し 、

共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は 、

「
中

同は
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
化
大

説命
と
凶
人
組
の
た
め
に
世
界
の
巡
歩
に

2『『
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わ
っ
て
い
た
の
勺
叫
到

吋
3h
泊

ま
た

刊に
け

悶哨図
側
で
も
何
か
剖
配
慮
が
必
要
で
あ
っ

た
と

蜘l

烏
吋
引
り
で
あ
る
。

違
和
感
の
な
い
中
国

な
に
し
ろ
出
発
の
日
の
朝 、

大
平
総
恕
急
逝
の
併

と
そ
れ
に
鋭
く
て
ん
や
わ
ん
や
の
大
筋
ぎ
を
後
に 、

午
後
六
時 、

成
問

内rJ泌
を
た
ち 、

政
治
の
非
怖
を
思

い 、

選
挙
の
結
集
と
今
後
の
政
局
の
行
方
を
案
じ
る

聞
も
あ
ら
ば
こ
そ 、

十
時
十
五
分
（
現
地
時
間
九
時

十
五
分）

に
は
北
京
？ ”
泌
沼
陸
で
あ
る
。

空
か
ら
み

た
弱
い 、

部内
い
電
灯
の
光
の
点
滅
す
る
北
京
市
周
辺

の
民
家。

と
て
も
大
都
市
近
郊
と
は
思
え
な
い

。

十

億
の
人
口
を
悼惜
し 、

つ
つ
ま
し
く
生
き
る
中
国
の
現

実
で
あ
ろ
う
か

。

成
回

向Y活
か
ら
北
京
ま
で
は
四
時
間
十
五
分 、

新

幹
線
で

東京｜
岡
山
間
と
思
え
ば
よ
い

。

時
差
は
一

時
間。

市内
に
は
漢
字
の
沼
板 、

街
行
く
人
は
地
味

な
服
装
で
は
あ
る
が 、

岡
じ
肌
色
の
東
洋
人。

「
日

中
両
国
は
一

衣
帯
水
の
間
に
あ
る
」

と
い
う
官
業
は

い
い
え
て
妙
で
あ
る
。

な
ん
だ
か
外
国
に
来
た
と
い

う
突
感
が
わ
か
な
い

。

私
の
中
国
に
つ
い
て
の
こ
れ

ま
で
の
知
識
は 、

文
化
大

革命
と
か
紅
衛
兵 、

林
彪

事
件 、

四
人
組
追
放 、

現
代
化
と
い
っ

た
マ
ス
ヨ
ミ

の
解
説
が
無
秩
序
に
集
積
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か

-110ー

数
十
年
も
お
く
れ
を
と
っ
た

。

今
阜、
現
代
化
は
中
間

の
至
上
命
題
で
あ
る。

し
か
し 、

現
代
化
た
あ
せ
り

す
ぎ
で
は
失
敗
す
る。

急
が
ば
ま
わ
れ
で
粁
突
に
現

代
化
に
全
力
を
あ
げ
る
べ
き
だ
」

と
い
う
磁
俗
と
決

窓
が
伺
え
る。

こ
の
よ
う
な
風
潮
は
凶 、

五
年
前
に

は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り 、

ど
こ
へ
い

っ
て
も 、

「
中
岡
は
お
く
れ
て
お
り 、

日
本
に
学
び

た
い
」

と
レ
う
鰍
脱
な
郎
度 ・
か
見
ら
れ 、

か
え
っ
て

こ
ち
ら
が
と
ま
ど
う
く
ら
い
で
あ
っ
た

。

こ
の
よ
う
な
純
れ
で
ま
じ
め
な
中
閣
の
人
た
ち
に

援
し
て
い
る
と 、

ひ
た
む
き
に
生
き
た
敗
戦
前
後
の

日
本
を
思
い
出
す。

今
は
経
済
大
悶
に
な
り 、

所
得

と
物
資
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
が 、
人
間
同
士
の
愛
附 、

向
上
心 、

郷
土
愛
を
忘
れ
た
日
本
人
は 、

戦
後
の
物

資
不
足 、

不
便
・

不
自
由
の
中
で
は
あ
っ
た
が 、

国

の
再
胞
を
か
け
て 、

力
を
合
わ
せ
て
刷聞
い
た
当
時
と

現
在
と
ど
ち
ら
が
季
初
で
あ
る
か
と
自
問
し
た
く
も

な
る
。

抑執
は 、
日
木
人
は
欧
米
諸
国
の
後
策
よ
り
も 、

も
っ
と
身
近
な
中
国
の
実
情 、

人
と
科
ら
し
を
見
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
た

。

一川一

深
刻
な
交
通
問
題

北
京
市
で
驚
い
た
こ
と
は 、

市内
の
交
通
手
段
と

し
て
自
転
取
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ

と
で

あ

る 。

あ
と
で
王
笑
一

北
京
市
副
市
長
か
ら
き
い
て
わ
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かっ
た
の
で
ある
が、
労
働
者の
約
半
数が
自
転
車、

あ
との
半
数がパ
ス
〈トロ
リ
ーバ
ス
の
ほ
か
二
平

岡
述
結パ
久
が
主
力〉
で
通
勤
す
る。
道
路いっ
ぱ

い
に
無
政の
自
転
車が
住
似
す
る
中
を、
私
た
ち
の

来っ
た
自
動
車
を、
明日
前
女
鳴
ら
し
続
け
て、
四
十

キロ
の
速
度で
走
ら
せ
る
巡
転
手
は
軽
栄
仰の
よ
う

だ。－上
川
市
民は
「
北
京
市は
十
字
路が
多
く、
し

か
も
立
体
交
廷が
ない
の
で、
交
通
対
策に一肌
を
術

め
てい
る」
とい
う。
こ
の
災
的は
上
海
市
な
どほ

か
の
都
市で
も
大
同
小
災で
ある。

上
海
市
公
共
交
通
公
司〈
日
本の
公
団に
あた
る〉

で
・きい
た
穏に
よ
る
と、
パ
ス
通
勤
者は、
上
海
労

助
者
九
百
六
十
万
人の
う
ち
六
百
万
人で、
定
期
然

山中
券
を
使
川
し
て
お
り、
パ
ス
は一
か
月
市
内は
六

一%
ハ一一河、
百
六
十
門
と
し
て
九
百
六
十
円〉
で
あ

る
が、
こ
の
う
ち
本
人
品川
担は一一%五
角〈二
百
四
十

円）
で、
残
り
の
四一万五
角は
闘が
補
助
し
てい
る。

自
転
車
通
勤
者は
約
三
百
万
人で、
こ
れ
らの
労
働

者に
は
月二
元の
修
現
政
手
当
を
闘が
支
給
し
て
い

る。
ち
な
み
に
労
働
者の
平
均
月
収は
五
十一克
〈八

千
円〉
で
ある。
自
転
亦
を
減
ら
すた
め
に
修
現
政

支
給
を
や
め
て、
逆に
税
金
をか
け
た
ら
ど
うで
す

か
といっ
て
み
た
け
れ
ど、
庶
民の
足
と
し
て
の
自

転
取は
必
市
川で、
と
て
も
そ
ん
なこ
とは
恕
むべ

く
も
ない
だ
ろ
う。
だ
か
ら
交
通
混
雑は
ま
だ
ま
だ

の
交
流は
公
私、
国・
地
方
自
治
体の
区
別
な
く
日

ご
とに
蛾ん
に
なっ
て
い
る。
中
国
側
も
観
光
事
業

に
は
と
く
に
力
を
入
れ、
宿
泊
錨
設の
相
殺
を
す
す

め
て
い
る。
外
貨
獲
得に
も
役
立つ
で
あ
ろ
う。
し

か
し、
地
方
自
治
体、
と
くに
都
市
川の
交
流に
つ

い
て
は、
で
きる
だ
け
突
務
的に、
出版
礼
を
山加
し
術

祭に
行
うべ
きで
は
ない
か。
中
間
側で
も
随
所に

その
よ
う
な
希
裂が
刀
取
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず、
永

統
的に
友
好
交
流
を
す
す
め
る
た
め
に
は、
過
大
な

財
政
的
負
仰は
相
互に
避
け
ね
ば
な
ら
ない
か
らで

ある。その
問
姐
とは
AA
く
関
係
ない
こ
とで
ある
が、

孫
副
会
長が
私
た
ち一
行の
た
め
に、
北
京につ
い

た
翌
日
の
タぺ、
紋
迎
宴
を
設
け
て
く
だ
さ
る
とい

うこ
と
に
なっ
て
い
た。
とこ
ろ
が
大
平
総
理の
死

去
とい
う
事
態の
た
め
に、
中
国
政
府は、
大
平
総

恕が
生
前、
中
日
友
好に
尽
く
し
た
功
級に
対
し、

一一一
日
間、
喪に
服
す
る
とい
うの
で、
こ
の
宴
も
と

り
や
め
に
なっ
たこ
と
が
ある。
私
た
ち
は、
北
京

市の
日
本
大
使
館
を
訪
れ、
故
大
平
総
川州
市
問の
紀

州帆
を
し
な
が
ら、
中
間の
人
た
ち
の
作
阪
とい
うか、

背の
思
な
忘
れ．す、
礼
を
MA
く
すや
り
方に
感
服
も

し、
白
木
と
日
本
人
を
反
省せ
ざ
る
を
え
なかっ
た。

「
山
野
さ
ん、
そ
うい
う
わ
けで
きょ
うは
倣
迎

は
で
きま
せ
ん
が、
明
後
日、
鴻
似
（
山中
天）
に
行

続
き
そ
うで
ある。

日
中
交
流
に
つ
い
て

孫
平
化
副
会
長
と
ま
音
頭
市中が
た
ま
た
ま
わ
れ
わ

れ
の
宿
舎
で
ある
友
好
賓
館
を
訪
ね
て
く
だ
さっ

て、
日
中
交
流の
問
題
を
中
心
に
話
し
合
う
機
会
を

もっ
た
の
で、
こ
の
こ
とに
つ
い
て
若
干ふ
れ
て
お

、ぎたい。
現
在、
日
本か
ら
中
間の
都
市
と
友
好
都
市の
縁

組
を
し
たい
とい
う
申
し
出は
百
市
を
細胞
え
る
とい

う。
しか
し、
孫
副
会
長は
い
ち
だ
ん
と
熱
を
入
れ

て
「
中
肉
と
日
本
とは
全
く
事
情が
泌
うん
で
す。

日
本の
都
市は
自
治
体で、
市
長が
決
意
を
さ
れ
て、

議
会で
議
決
を
す
れ
ば、
どこ
とで
も
友
好
都
市に

な
れ
る
で
しょ
う。
とこ
ろ．か
中
国の
都
市は
日
木

の
郷
市
とは
巡っ
て
自
治
体で
は
ない
の
で
す。
全

部、
中
央政
府の
統
制
下
に
あっ
て、
中
央政
府の

豹
可
を
得る
必
要が
ある
の
み
な
ら
ず、
財
政
聞で

も
組め
て
窮
屈で
す。
し
た
がっ
て、
中
間
側
と
し

て
は
友
好
都
市
問
題に
つ
い
て
は
似
訴に
対
処
す
る

こ
とに
し
て
い
ま
す」
と
流
粉
な
日
本
穏で
話
し
て

く
れ
た。
そ
し
て、
例
え
ば
友
好
都
市に
なっ
た
相場

合、
日
本の
都
市か
ら
中
肉の
都
市の
述
般に
協
力

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
災
利
的
な
問
題の
有
無に
つ

い
て
も
考
応に
入
れ
てい
る
との
こ
とで
あっ
た。

．ι 
・ぷ～、，

－、、a

か
れ
ま
し
た
ら、
夕
方、
消
防で
中
日
友
好
協
会
と

し
て
倣
迎
会
を
や
るこ
とに
し
てい
ま
すか
ら」
い

や
全
く
恐
れ
入
り
ま
し
た。

変
わ
り
ゆ
く

中
国

た
しか
に
中
間は
凶
人
組
泊
放
後、
的帰凶
川州
会
同

人
民
代表
大
会で
定
め
ら
れ
た
「
決
然、
工
梁、
悶

防、
科
学
技
術の
現
代
化
を
今
世
紀
内
に
述
成
す

すべ
て
の
函で
建
設
途
上
に
あり、
同
時に
中
央政

府のコ
ン
トロ
ール
を
う
け
てい
る
中
国の
都
市に

とっ
て
み
れ
ば、
一
応の
水
泊中を
達成
し、
自
治
体

で
ある
日
本の
都
市か
らの、
日
中
友
好
促
進
とい

うム
1
ド
や
政
治
的
配
肢に
も
とづ
く
友
好
都
市の

中
し
入
れ
を
漫
然
と
受
け
入
れ
るこ
とに
は
あ
ま
り

に
厳
しい
現
実が
ある
とい
うこ
とで
ある。

い
ず
れ
に
し
て
も、
こ
の
孫
副
会
長の
友
好
都
市

問
題に
つ
い
て
の
本
院
な
意
見は、
な
ど
もに、
こ

の
問
題に
つ
い
て
の
日
中
双
方の
総織の
ず
れの
あ

るこ
と
を
あ
ら
め
て
指
摘し
た
もの
で
あ
り、
大い

に
多
考に
なっ
た。
な
お、
会
岡
市
長
会
と
中
凶
都

市
との
相
互
訪
問の
問
題に
つ
い
て、
出
発
前に
附

帆川
会
長か
らの
依
頼の
し
だい
も
あり、
私
と
孫
刷

会
長
との
話
し
合い
で
具
体
化
す
るこ
と
と
な
っ

た。
す
な
わ
ち、
全
国
市
長
会は
十
月
中
旬に
十
人

内
外の
訪
中
団
を
派
治
す
るこ
と
と
し、
中
凶
側は

来
年四
月
ない
し
五
月に
肉
親
棋の
訪
日
聞
を
派
巡

し、
相
互
交
流
を
深め
よ
う
とい
うこ
とに
なっ
た。

中
関
側か
らの
派
逃
聞は
「
直
純
市
とか
友
好
都
市

関
係で、
外
関に
出
張
す
る
機
会の
ある
市
長で
は

な
く、
中
小
都
市で
外
国の
都
市
を
見る
機
会に
聡

ま
れ
ない
市
長
を
優
先
的に
選び
たい」
との
こ
と

で
あっ
た。

日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
以
来、
日
本
と
中
酬
と
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る」
とい
う
現
代
化
路
線に
踏み
出
し
て
以
来、
政

治、
経
済、
社
会の
すべ
て
の
分野
で
徐々
に
変
化

を
と
げつ
つ
ある
よ
うだ。
ま
た、
その
よ
う
な
政

策の
修正
と
社
会
主
殺
体
制
との
矛
盾
も
少な
く
な

く、
その
制
整に
大
き
な
い山
心が
は
ら
わ
れ
てい
る

の
も
事
突で
あるl

こ
と
し
に
入っ
て
中
悶は
二
十
九の
省、
自
治
区

お
よ
び
陸
料
市（
北
京
市、
上
海
市お
よ
び
天
凶作
市〉

に
お
か
れ
て
い
た
革命
受HH会
を
人
民
政
府お
よ
び

人
民
代
表
会
議
〈
突
務は
常
務
愛
民
会が
行
う）
に

改
組し
た。
その
他の
市
な
どは
大
部
分が
ま
だ
革

命
祭HM
会の
ま
ま
で
ある。
「
革命
香川民
会が
改
組

さ
れ
て
何が
い
ち
ば
ん
変わっ
た
か」
とい
う
私た

ち
の
質
問に
対
し、
北
京
市の
王
笑一
削
市
HKは、

革命
受
員
会の
と
きは
行
政
と
立
法が一
本に
なっ

て
い
た
が、
今は、
立
法は
北
京
市
人
民
代
表
者
会

議が
行い、
行
政は
北
京
市
人
民
政
府が
行
うこ
と

と
なっ
た。
し
た
がっ
て、
弘
ど
もは
行
政につ
い

て
常
務
委
員
会に
対
し
て
先
任
を
負
うこ
と
と
なっ

た。
す
な
わ
ち、
行
政
府
と
文
法
府が
分か
れ
たこ

とが
地
も
大
き
な
変
化で
ある」
と
税
明
し
て
く
れ

た。北
京
市
と
中
央政
附お
よ
び
党
との
凶
係は、
中

央に
は
全
同
人
民
代
波
大
会
（
常
務
餐
員
会〉
が
あ

り、
行
政
府
と
し
て
は
国
務
院
〈
日
本の
内
聞に
あ
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た
る〉
が
ある。
川
務
院は
地
方の
立
H川
合
求め
な

が
ら
政
策
を
決
定
し、
法
令に
も
とづ
い
て
その
施

行
を
市に
命
ず
る。
国
務
院に
は
外
交
部
をは
じ
め

そ
れ
ぞ
れ
の
羽
川ご
とに
二
十い
くつ
か
の
部
（日

本
の
省に
あた
る〉
が
お
か
れ
て
お
り、
北
京
市の

各
部
局
と
行
政
上の
述
絡
を
と
る。
日
・法の
地
方
行

政の
総
合
的
な
担
当
符
〈
向
治
省）
は
中
川に
は
な

い。
中
悶で
は、
小
山火、
地
方
た
問
わ
ず、
中
国
共

産
党が
すべ
て
令
指
羽
す
る
こ
とに
なっ
て
お
り、

中
央の
共
産
党か
ら
北
京
市
共
産
党に
貯一泌
が
あ

り、
北
京
市
人
民
政
附に
州一刑
さ
れ
る。
人
民
政
府

に
窓
ヰか
ある
と
きは、
倹
討の
う
え、
作一に
泌
伸和

す
る。要

す
る
に、
行
政
も
財
政
も〈よ
くの
中
央
集
胞で、

地
方の
自
治は
ほ
とん
ど
れさ
れ
て
い
ない。

こ
の
よ
う
な
体
制に
れ得点は
反
省が
加
え
ら
れて

改
普の
気
速が
お
こ
りつ
つ
ある。
例
え
ば、
現
在

の
よ
う
な
完
全
な
中
央
集
術
体制
で
は、
地
力
政
府

は
その
すべ
て
の
汽
任
を
小
火に
お
しつ
け、
地
方

の
自
発
性
や
積
級
住が
発
仰さ
れ
ない。
地
方の
創

意
工
夫
も
生か
さ
れ
ない。
ま
た、
日
本
と
巡っ
て

共
産
主
義
体
制で
ある
といっ
て
も、
ルザ一
政、
流通

すべ
て
の
分野が
同
家の
独占
企
栄で
あっ
て
は、

競
争が
存
在
し
ない
の
で、
級め
て
非
効
部
的でロ

ス
が
多い。
こ
れ
らの
欠
点
を
是
正
す
る
た
め
の
改

ホ
を
行
わ
な
け
れ
ば、
中
国
の
現
代
化は
は
なは
だ

し
く
返
れ
る
か、
相V
物
穏に
な
る
で
は
ない
か
とい

う
反
省で
ある。
ど
の
よ
う
な
形で、
どの
怨
皮ま

で
改一
すべ
きで
ある
か
とい
う
HH
体
案
をつ
く
る

た
め
に、
い
くつ
か
の
タ
イ
プ
に
分
け
て、
約
や
市

を
指
定
し
て
実験
中で
ある
とい
うの
が
現
状で
あ

る。すな
わ
ち、
約
や
市に
地
元で
上がっ
た
利
測の

一
部
を
財
淑
と
し
て
保
留さ
せ、
市制や
市の
自
主
的

な
判
断
で
地
核に
適
応し
た
事
業
を
援
問問
す
る
と

か、
企
業に
も
中
央
指
示の
計
四
生
産の
ほ
か
に、

自主
的
生産の
余
地
を
与
え
る
とい
う
方
法、－M
世間、

流
通の
分
野で
も
白
山
市
場の
鉱
大、
関
家企
然の

ほ
か
に
集
団
ま
た
は
倒
入
所
有の
企
梁
分
野
仇笠
松め

て
純
争
収
理
念
湾入
す
る
とか、
次
阿に
述べ
る
奨

励
金
制
度の
活
川
とか、
い
ろい
ろ
な
工
夫
と
災
験

が
行
わ
れて
い
る。

と
く
に、
最
近は
外
関の
観
光
客が
中
闘
各
地
を

紛
れて
お
り
ハ
観
光
客は
第一
が
日
本
人、
第二
が

判明
備、
第
三
が
米
国
人の
順）、
そ
れ
らの
影
mw、

と
く
に
現
代
化
挑
巡の
た
め
に
と
ら
れ
て
い
る
自
由

化政
鍛の
た
め
に、
中
間
人
民の
日
常
生
活
も
大
き

く
mw
掴慨を
う
けつ
つ
ある
よ
うに
見
受
け
ら
れ
る。

こ
れ
らの
方
向
と
中
関の
社
会
主
義
と
を
どの
よ
う

に
制
整
し
て
ゆ
くか
が、
中
国
の
今
後の
変
化
をみ

る
う
え
で
の
キ
ー
ポ
イン
ト
に
な
る
よ
う
な
印
象
を

う
け
た。
空
か
らみ
れ
ば、
広
淡た
る
中
悶
大
陸、

そこ
に
は
十
億に
なん
な
ん
と
す
る
中
国
人
民が、

現
代
化
を
目
指
し
て
第一
歩
を
踏み
出
し
た。
い
つ

の
臼
に
か
そ
れは
世
界
史
を
大
き
く
従
え
るこ
とに

な
る
だ
ろ
う。

（
以
下
次
号）
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